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防災、環境、社会基盤の先進企業

国際協力業界で働く

アジア航測

地
理
空
間
情
報
を
基
に
世
界
の
課
題
に
挑
戦

ア
ジ
ア
航
測
は
衛
星
か
ら
地
上

ま
で
の
最
先
端
の
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
空
間
情
報
を
基
に
、

地
形
図
の
作
成
を
は
じ
め
、
防

災
、
環
境
、
社
会
基
盤
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
。
特
に

防
災
と
環
境
分
野
に
強
く
、
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
阿
蘇
山

や
御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
の
際
に
は
、

災
害
発
生
直
後
に
自
社
保
有
の
航

空
機
を
出
動
さ
せ
、
集
め
た
情
報

を
い
ち
早
く
行
政
機
関
や
自
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
、
災
害

対
策
の
初
期
対
応
を
支
え
た
。

セ
ン
シ
ン
グ
計
測
に
は
人
工
衛

星
や
固
定
翼
航
空
機
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
、レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た「
モ
ー

ビ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
の

ほ
か
、
無
人
飛
行
機
を
使
用
す

る
。
自
社
航
空
機
６
機
は
東
京
と

大
阪
に
待
機
し
、
操
縦
士
・
整
備

士
も
常
時
出
動
態
勢
を
整
え
て
い

る
。
現
在
は
国
内
事
業
が
売
上
全

体
の
95
％
を
占
め
る
が
、
中
期
計

画
と
し
て
海
外
事
業
を
約
10
％
に

拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
外

国
籍
の
社
員
を
増
員
し
て
お
り
、

２
０
１
３
年
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

現
地
法
人
を
設
立
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
建
設
の
基
礎
と
な
る

地
図
デ
ー
タ
は
、
新
興
国
・
開
発

途
上
国
で
の
需
要
が
拡
大
し
て
お

り
、
同
社
は
地
図
作
成
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
的
に
受
注
し
て

き
た
。
近
年
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
に
も
参

画
し
て
お
り
、
相
次
ぐ
大
規
模
自

然
災
害
の
発
生
や
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
劣
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

へ
の
対
処
に
欠
か
せ
な
い
情
報
の

取
得
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ま

で
、
一
貫
し
た
技
術
を
生
か
し
た

貢
献
が
可
能
だ
。

国
内
外
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
環
境
変
化

に
対
応
で
き
る
人
材
を
随
時
採
用

し
て
い
る
。
事
業
領
域
が
多
様
な

分
、
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
も

広
く
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
応
援
す

る
社
風
が
そ
れ
を
支
え
て
い
る
。

設立 ▶ １９５４年
資本金 ▶ １６億７，３７７万円
従業員 ▶ 1,158人
本社 ▶ 神奈川県川崎市
海外拠点 ▶  ミャンマー
事業分野 ▶  空間情報を活用した

トータル・コンサル
ティング

募集職種 ▶  営業部門・技術部門・
管理部門

募集人数 ▶  随時募集

募集人材 ▶  文系・理系   
新卒・中途   
学士・修士

企業・採用情報

最先端の技術と設備、航空機も完備

一人ひとりの強みを生かせる職場

POINT

コートジボワールの「都市インフラ整備のためのデジタル地形図作成プ
ロジェクト」での測量の様子
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信州大学農学部に進学

専門を生かしてアジア航測
に入社

森林環境課の独立設置に
際して配属

社内公募に応募して海外事
業部に異動

ミャンマーでの現地調査
責任者を経験

　海外事業部に異動して２年目に、ミャンマーでの土地利用図作成に関する現地調査の責任
者になりました。衛星画像を活用したこのプロジェクトでは、現地調査と、解析したデータを基に
地図を作成する業務に当たりました。上司や先輩は同行
せず、現地では私がすべての判断や指示をする立場でし
たが、大きなトラブルもなく完了できました。責任ある仕事を
やり遂げて一歩前進した気がします。
　地図ができるということは、その地域にとって大きな変化
であり、ミャンマーでもたくさんの関係者が喜んでくれまし
た。データの収集から始まり、最終的に地図が完成したと
きの達成感は何ものにも代えられません。

印象深いプロジェクトや業務は？

　ずっと国内の森林に関する仕事をしてきて、留学経験もなかった私ですが、「それでもやってみ
たい」と思い切って手を挙げたことで、夢だった海外での仕事が実現しました。国内で培った専門
性は海外でも応用できますし、助けてくれる先輩や同僚もいます。実務を経験しながら成長できる
仕事なので、やる気がある人はぜひ飛び込んでみてください。

この仕事を目指す読者へ一言

アジア航測（株）

代表者
代表取締役社長 小川紀一朗

〒215-0004 
神奈川県川崎市麻生区万福寺1-2-2
新百合トウェンティワン3階

TEL 044-969-7230（代）
Email　info@ajiko.co.jp

Company Data

海外事業部技術部
（信州大学大学院農学研究科修了）

和智 明日香 さん
Wachi Asuka

●  ミャンマーの衛星画像を活用した
土地利用図作成

● カンボジアのGIS解析と研修・判読指導
●  林野庁や都道府県の森林域の航空レーザ解析業務

以前から海外業務に興味はありながら、具体的な方向性
までは明確にイメージできていなかったとき、海外事業部
の社内公募を目にしたのです。悩んだ末、思い切って挑戦
しようと応募した結果、海外事業部への異動が決まりまし
た。最初の仕事はバングラデシュでのプロジェクトです。な
かなか交渉が進まない中でプロジェクトをどう動かしていく
か、国内とは違う仕事のやり方を体感するところから、新し
い部署での挑戦が始まりました。

高校時代から自然や山が好きで、進学先選びは
森林学科がある大学に絞っていました。大学では
午前は講義、午後は演習林などで実地作業という
日が多く、まさに森林の中で過ごした6年間でした。
卒論・修論研究を通じて森林の状況や境界を図
化して分析する「森林GIS」の手法を習得。その
技術を生かせる就職先として当社を勧められたの
が、入社を志望するきっかけとなりました。

社員に聞きました！ 学生時代

海外事業部に異動

18歳

24歳

27歳

31歳

32歳

これまでの主な担当プロジェクト
GISデータの判読作業
社内研修会の委員会出席
営業に同行して外出
社内の打ち合わせ

今日のTo Do！

国内の環境部に配属となり、森林系に関わらず
植物や河川関係の案件も担当しました。川の上
流域や環境規制区域など、通常は立ち入れない
場所に入って調査したことが記憶に残っていま
す。その一方で、森林系の業務に携わりたいとい
う意思表明を続け、念願かなって、社内に新設さ
れた森林環境課で働けることとなりました。

入社後
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国際協力の仕事

アジア航測株式会社
設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
事業分野

募集職種
募集人数
住 所

T e l
M a i l
H P

1954年
1,673,778,000円
1,241人（2018年９月現在）
神奈川県川崎市
民間セクター、都市開発、防災、ＩＣＴ、
インフラ、資源・エネルギー、水と衛生、
環境・気候変動、貧困削減、平和構築、
農業・農村開発
営業部門、技術部門、管理部門
随時募集
〒215-0004　
神奈川県川崎市麻生区万福寺1-2-2 
新百合トウェンティワン3階
044-969-7230
tk.jinji@ajiko.co.jp
https://www.ajiko.co.jp/
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マケドニア東部山間部の現地視察

　

ア
ジ
ア
航
測
は
、衛
星
か
ら
地
上
、

そ
し
て
水
中
ま
で
の
最
先
端
の
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
空
間
情
報

を
基
に
、地
形
図
の
作
成
を
は
じ
め
、

防
災
・
環
境
、
森
林
保
全
、
イ
ン

フ
ラ
保
全
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、

公
共
性
の
高
い
事
業
で
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
防
災
と
環
境
分
野
に
強
く
、

今
ま
で
災
害
対
策
の
初
期
対
応
を

支
え
て
き
た
。
世
界
的
な
気
候
変

動
や
生
物
多
様
性
、
自
然
災
害
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
社

会
に
お
い
て
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の
最
新
技
術
や
空
間

情
報
技
術
を
駆
使
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
が
で
き
る
の
が
大
き
な
強
み
だ
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
お
い
て
は
、
イ

ン
フ
ラ
設
備
の
基
礎
と
な
る
地
図

デ
ー
タ
の
作
成
を
継
続
的
に
受
注

し
、
さ
ら
に
海
外
の
森
林
保
全
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋

や
Ｅ
Ｃ
Ｏ
︲
Ｄ
Ｒ
Ｒ
な
ど
の
事
業

も
実
施
し
て
い
る
。
全
社
で
、
海

外
事
業
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
人
材
育
成
の
た
め
、

社
内
教
育
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
昇
給
ご
と
に
受
講
す
る
階
層

別
研
修
、
一
流
講
師
陣
に
よ
る
技

術
士
伝
承
講
座
、「
技
術
士
」「
測

量
士
」
な
ど
の
資
格
取
得
対
策
講

座
を
用
意
し
て
い
る
。

　
「
私
が
新
人
研
修
で
必
ず
言
う
の

は
、＂技
術
を
高
め
る
勉
強
を
し
な

さ
い＂
と
い
う
こ
と
」
と
代
表
取
締

役
社
長
・
小
川
紀
一
朗
さ
ん
。
自

分
の
興
味
や
関
心
を
掘
り
下
げ
る

＂勉
強
好
き＂
の
新
人
を
期
待
し
て

い
る
と
い
う
。

　

現
在
開
発
中
な
の
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
届
か
な
い
地
下
街
や
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
も
位
置
測
定
が
で
き
る

「
屋
内
測
位
」
と
い
う
技
術
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
で
需
要
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。「
空
間
情
報
は
も
は
や
人
間

が
手
放
せ
な
い
＂水＂
の
よ
う
な
も
の
。

同
じ
水
で
も
＂き
れ
い
な
水＂
を
創

り
出
す
の
が
当
社
の
役
割
。
そ
の

仕
事
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
た
。

地
理
空
間
情
報
を
基
に

世
界
の
課
題
に
挑
戦

勉
強
好
き
な
新
人
に
期
待

社
内
教
育
制
度
が
充
実

北マケドニアで初のプロジェクト
　入社以来、契約管理や精算など国内支援業務を担当していましたが、昨年「業務
調整/広報」として初めてJICAのプロジェクトに参加しました。北マケドニア共和
国という私には全くなじみのない国での業務でしたが、いざ行ってみると人々は穏
やかでおしゃべり好き。1963年同国での大震災の復興計画に日本人建築家が尽力
したことから、日本に対して親しみを持っていることにも驚かされました。
　仕事の現場では、カウンターパートと意見が食い違うなど、文化や法律が異なる
中で立ちはだかる問題を１つ１つ解決しながら進めていく状況。今までは、不備だ
らけの書類を持ち帰る技術担当社員をいつも注意していたのですが、書類の詳細ま
で気を回す余裕がない状況も理解でき、そんな現場をしっかり支える業務調整の役
割の重要性についても痛感した初めてのプロジェクト経験でした。

縁あって入った会社
やりがいを感じています

　農業大学出身ですが、就職活動で食品や農業関連の企業面接を受け
ても将来像が描けず、ダンスなど身体を動かすのが好きだったのでス
ポーツクラブに就職しました。そこで米国との業務を行う部署で渉外
業務などを担当。未熟な英語力で海外出張へ送り出され、何度も壁に
当たり、海外でも対等に活躍できる人材になりたいと思いました。
　その後、少しでも海外での経験を積みたいと思っていた時に出会っ
たのがアジア航測でした。海外事業推進部の出張先は一般的な旅行で
は行かない国ばかり。出張に行くと1～2カ月は日本に帰ってきませ
ん。部員はみな自己主張が強く、社内での討論は日常茶飯事。言語の
壁に臆せず現地とやり取りする姿を見て、海外との仕事に対する私の
固定概念が覆されました。今ではJICAのプロジェクトに参加する機
会にも恵まれ、新たな挑戦ができることにやりがいを感じています。

北マケドニアは内陸国のため、非常
に乾燥しています。特に冬は石炭を
焚くため、盆地の首都スコピエは空
気が悪く、のど飴
が欠かせませんで
した。

「龍角散のど飴」

松本 あか里さん
海外事業推進部

東京農業大学
国際食料情報学部
国際農業開発学科を卒業

民間企業に入社

アジア航測に入社
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